
「生物多様性ひょうご戦略」の中で紹介している
県内での取組事例（コラム記事）

「生物多様性ひょうご戦略」では、県内で取り組まれている様々な活動事例を
コラムとして掲載しています。

本資料では、戦略からコラムを抜粋して紹介していますので、生物多様性への
理解を深めていただく一助となれば幸いです。

兵庫県
Hyogo Prefecture





第２章
兵庫における生物多様性
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第４章 基本戦略Ⅰ
豊かな自然環境の適切な保全
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【閉鎖性の高い比較的小規模なため池での防除対策の事例】

36

県立明石北高等学校《クビアカツヤカミキリの防除活動》
●

●
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県立篠山東雲高等学校《ウシガエルなどの駆除活動》
●
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篠山城堀での外来種捕獲活動
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「スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）」は、南米原産の淡水に生息
する貝で、1980年代に食用として輸入されましたが、養殖業者の廃業
などによって放置され、脱走したものが水路や水田で野生化し、今や
世界及び日本の「侵略的外来種ワースト100」に選ばれています。

特に柔らかい稲の苗を食べてしまうことから、県では農業者への防
除技術指導に努めています。
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兵庫県立総合射撃場全体位置図
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第４章 基本戦略Ⅱ
自然の恵みを活かした地域づくり
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《主な取組》
北摂里山大学 こども北摂里山探検隊

北摂里山魅力づくり応援事業 北摂里山サポーターズクラブ
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(注) 国の認可法人「ジャパンエコノミー技術研究組合(JBE)」においてブルーカーボン
を定量化して取引可能なクレジットとして認証・発行・管理を実施する取組
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河道内での湿地環境を再生・創出する取組 水生生物の生息場創出と連続性確保の取組

耕作放棄水田を用いた治水対策と体験型環境学習
●
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黒大豆畑

黒大豆●

●

灰肥料をつくる灰小屋



第４章 基本戦略Ⅲ
豊かな自然を未来へつなぐ仕組みづくり
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● 学校・地域単位での希少生物の保全
● 生物多様性保全の義務化
● 里山・山林の環境整備の推進
● 自然アクティビティを通じた生物多様性

エリアの保全

● 自然体験・ワークショップの充実
● 授業における環境学習の一層の充実
● 世代間交流・セッションの場の機会創出
● 企業の環境学習への参加促進
● 守るべき地域の絶滅危惧種の教材化

● ドローン・センサーの活用による生息数・生息域の把握
● ジビエの活用・普及促進

自然環境保全 環境学習

鳥獣害対策
農業振興

● 農作物のブランド化・高付加価値化

人材育成
● 環境活動・自然保護活動の専門化

行動変容
● プラスチックの徹底削減・利活用

［
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活動前の集合写真 作業風景 活動前の集合写真 作業風景
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第５章
戦略の効果的推進
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